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 ２ ． 社会的判断理論における自我関与概念の登場
 ３ ． 関与とコミットメントの関係
 ４ ． 関与概念の対象の拡張と精緻化
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的判断理論（social judgment theory）の中で提示された概念である（e.g. Sherif 
































あげられている（e.g. Engel and Light １９６８）。







and Light １９６８）。加えて、（ ３ ）広告（広くはコミュニケーション）に対する関与は、Krugman
























的判断理論の中で提唱された概念である（e.g. Sherif and Cantril １９４７；Sherif 













（cf. Lastovicka and Gardner １９７９；青木 １９８７）。自我 ４）は個人の心理的ある
いは主観的体制として、個人の中核部分を担い、その個人のアイデンティティの




けられた場合に関与が喚起される（ cf. Laaksonen １９９４；Sherif and Hovland 
１９６１）。そのため、自我関与とは、「自我が関与している態度（ ego involved 











　Sherif等によると個人の態度は受容域（ latitude of acceptance）、拒否域





















 ４） Sherif等は、自我（ego）と自己（ self）を同一のものとして扱っている（e.g. Sherif and Cantril 
１９４７；Sherif and Hovland １９６１）。
 ５） この自我に関しては、不安定な面も併せ持つと考えられるが（cf. Lastovicka and Gardner １９７９）、
変動しながらも中長期的に安定的であると考えられる。
 ６） この点に関して、Sherif and Cantril（１９４７）では、自我関与している態度（ ego-involving 
attitudes）を「主に社会価値として学習され、自分自身をアイデンティファイするのに加え自己の








































 ８） 消費者行動研究において広く用いられている Brehm and Cohen（１９６２）の定義によれば、コミッ
トメントは、「人があることをするかしないかを決定してしまった時、一つ以上の選択肢を選択し
てしまって、それによって一つ以上の選択肢を拒否した時、その人が積極的に一定の行動に従事
するか、従事してしまった時（Brehm and Cohen １９６２ p. ７ ）」に、その人はコミットしていると
いい、それらの １ つ、あるいはそれらの組み合わせのことを指す。
 ９） 例えば、コミットメントを関与の構成要素の １ つとしてみなした研究が消費者行動研究において




「事象の特定の立場に対する興味、関心、コミットメント（ Freedman １９６４ 
p.２９０）」あるいは「特定の反応あるいは立場に対する関心やコミットメントの程
度（Freedman １９６４ p.２９０）」とみなした。加えて、それとは異なるコミットメ 
ントを前提としない関与を「特定の立場とは無関係なある事象に対する一般的な
興味あるいは関心（ Freedman １９６４ p.２９０）」と定義し、両者の明確な区別を 
行っている１０）。この後者の特定の立場と関係の無い関与は、Sherif等の見解とは











































































































 ５ . その後の理論における関与とコミットメント
　その後、社会的判断理論の知見は、認知的不協和理論（Festinger １９５７）や自己


























するのかといった思考（ thought）の部分に注目したものである（ Petty and 
Cacioppo １９７９；１９８１ a）。このモデルでは、説得的コミュニケーションに対する
態度変容の過程に対し、情報処理水準が異なる中心的ルート（central route）と周
辺的ルート（peripheral route）の ２ つのルートを仮定している（cf. Petty et al. 
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